
　

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
こ
の
2
棟
の
石
蔵
が
単
に
洋
風

と
和
風
と
い
う
意
匠
的
な
違
い
に
と
ど
ま

ら
ず
、
用
途
や
空
間
構
成
、
開
口
部
の
あ

り
方
な
ど
、
多
く
の
点
で
対
照
的
な
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

西
蔵
は
居
住
性
を
意
識
し
て
開
口
部
が

多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
蔵

は
倉
庫
と
し
て
の
機
能
を
優
先
し
、
開
口

部
を
抑
え
た
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に

応
じ
た
合
理
的
な
設
計
の
結
果
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
周
辺
に
現
存
す
る
他
の
大
谷

石
建
造
物
と
の
比
較
か
ら
、
屏
風
岩
石
材

の
石
蔵
は
規
模
や
意
匠
の
点
で
際
立
っ
た

存
在
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

装
飾
的
要
素
が
豊
富
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
石
蔵
は
単
な
る
保

管
施
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
社
の
技
術
力

や
石
材
の
価
値
を
示
す
役
割
、い
わ
ば
「
見

せ
る
建
築
」
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
内
に
現

存
す
る
他
の
石
蔵
と
比
較
す
る
と
、
多
く

は
屏
風
岩
石
材
石
蔵
よ
り
後
期
の
昭
和
期

に
建
て
ら
れ
、
積
石
造
に
よ
る
２
階
建
て

で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
細
部

に
は
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
般
的
な
石
蔵
で
は
扉
は
石

製
で
、
屋
根
は
切
妻
が
主
流
で
あ
り
、
寄

棟
屋
根
の
例
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
。
意
匠
面
で
は
オ
ー
ダ
ー
柱
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
キ
ー
ス
ト
ー
ン
や
コ
ー
ナ
ー

ス
ト
ー
ン
ま
で
備
え
た
も
の
は
少
数
に
と

ど
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
開
口
部
に
着
目
す

る
と
、
数
・
規
模
と
も
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
家
財
や
商
品
、
農
作
物

な
ど
を
保
管
す
る
機
能
に
特
化
し
た
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
明
治
期
に
お
け
る
石
蔵
建
築

は
、
木
造
の
蔵
の
外
壁
に
石
を
薄
く
張
る

「
張
石
構
法
」
が
一
般
的
で
あ
り
、
石
を
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
た
積
石
造
の
建
物
は
む
し

ろ
少
数
で
し
た
。
こ
う
し
た
周
辺
事
例
と

比
較
す
る
と
、
屏
風
岩
石
材
の
石
蔵
は
規

模
が
大
き
く
、
装
飾
性
に
も
富
ん
で
お
り
、

当
時
と
し
て
は
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
石
材
を

贅
沢
に
用
い
る
施
工
技
術
の
高
さ
と
と
も

に
、
意
匠
的
な
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

す
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
屏
風
岩

石
材
の
石
蔵
は
単
な
る
保
管
施
設
に
と
ど

ま
ら
ず
、
立
地
条
件
や
外
観
意
匠
を
通
じ

て
自
社
の
技
術
力
や
石
材
の
価
値
を
示
す
、

い
わ
ば
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
的
な
役
割
も
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
全
体
の
配
置
に
も
注
目
す

べ
き
点
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
屏
風
岩
石
材

の
敷
地
は
大
谷
街
道
に
面
し
て
お
り
、
か

つ
て
は
そ
の
前
面
に
石
材
運
搬
の
た
め
の

軌
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
敷
地
内

に
は
広
場
や
複
数
の
石
造
建
築
が
配
置
さ

れ
、
採
石
・
加
工
・
保
管
・
輸
送
と
い
っ

た
一
連
の
作
業
が
効
率
的
に
行
え
る
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
配
置
は
、

石
材
会
社
と
し
て
の
機
能
性
を
強
く
反
映

し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
産
業
構
造
を

理
解
す
る
う
え
で
も
重
要
な
手
が
か
り
と

な
り
ま
す
。

　　

今
回
の
実
測
調
査
は
、
学
生
に
と
っ
て

も
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

図
面
や
文
献
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
実
寸

の
感
覚
や
、
現
地
で
の
観
察
を
通
じ
た
発

見
は
、
建
築
を
学
ぶ
う
え
で
重
要
な
経
験

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た

歴
史
的
建
築
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、
文

化
財
の
保
存
や
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
契

機
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
行
え
な
か
っ
た
石
蔵
内

部
や
敷
地
周
辺
部
の
実
測
、
図
面
作
成
を

行
い
、
得
ら
れ
た
図
面
や
デ
ー
タ
を
も
と

に
さ
ら
な
る
分
析
を
進
め
て
、
大
谷
石
文

化
の
全
体
像
の
把
握
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
結
果
を

県
の
博
物
館
で
も
発
表
し
、
よ
り
多
く
の

人
に
大
谷
の
石
文
化
を
共
有
す
る
予
定
で

す
。
今
回
の
調
査
と
発
表
が
、
地
域
資
源

と
し
て
の
大
谷
石
建
築
の
価
値
を
再
認
識

す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　「あれ、大谷石かな？」思わず足を止め
た。奈良県明日香村のキトラ古墳関連施
設で見た同古墳の石室（模型）。表面の
でこぼこ感、そして所々にある“ホクロ”
が大谷石を連想させた。万葉の里で偶然
にも大谷石の仲間に出合った。
　約千三百年前の飛鳥時代に造られたと
される明日香村のキトラ古墳と高松塚古
墳。どちらの石室も大谷石と同じ凝灰岩
でできている。この凝灰岩は近郊の二上
山で産出され、黒い大粒の角礫が混ざっ
ているのが特徴だ。日本の古代国家は政
治的・宗教的な施設の造営にこの凝灰
岩をよく利用したという。凝灰岩は古代
から日本人に身近な存在だった。

大谷石を連想させた飛鳥の石室

大谷石　東西南北 　

宇
都
宮
市
立
城
山
西
小
学
校
は
、大

谷
の
中
心
部
か
ら
少
し
西
、宇
都
宮
市

の
最
高
峰「
古
賀
志
山
」の
ふ
も
と
に

た
た
ず
む
小
さ
な
小
学
校
で
す
。市
の

特
認
校
と
し
て「
会
話
科
」が
設
置
さ

れ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
、英
語

で「
大
谷
を
紹
介
し
よ
う
」と
い
う
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、大
谷
石
文
化
を
皆
で
学

び
あ
い
伝
え
あ
っ
て
ふ
る
さ
と
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

会
話
科
の
も
う
一つ
の
主
要
な
活
動

は
、「
民
話
語
り
」（
5
年
生
）で
す
。地

元
に
伝
わ
る
民
話「
孝
子
桜
」を
利
用

し
て
語
り
の
練
習
を
積
み
重
ね
る
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
み
豊
か

な
表
現
力
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。生
き

生
き
と
練
習
に
取
り
組
む
児
童
た
ち
の

真
剣
な
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

N
Ｐ
O
法
人
大
谷
石
研
究
会 

理
事・広
報
担
当　

佐
藤　

光
弘

　

4
月
初
旬
に
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て

「
孝
子
桜
ま
つ
り
」が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
演
じ
る
民
話

「
孝
子
桜
」が
披
露
さ
れ
ま
す
。お
話
の

内
容
も
皆
の
心
を
動
か
す
も
の
で
す
が
、

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
る
ひ
た
む

き
な
姿
に
も
、た
だ
感
動
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
さ
ら
に
ひ
ら
ひ
ら
と

舞
い
散
る
桜
の
花
び
ら
も
、そ
の
感
動
を

ひ
き
た
た
せ
ま
す
。今
年
も
大
成
功
！ 

　

多
忙
な
中
、ふ
る
さ
と
の
学
習
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。児
童
た
ち
に
は
、そ
ん
な
先

生
方
の
背
中
を
見
て
、さ
ら
に
優
し
く

さ
ら
に
強
く
成
長
し
、素
晴
ら
し
い
未

来
を
創
り
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
取
材
に
真
摯
に
対
応
し
て
い

た
だ
い
た
松
島
先
生
、ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
栃
木
県
立
博
物
館
）　

 NPO法人 大谷石研究会 広報担当　平沼 隆志

写真集「大谷石  未来へ」　
NPO法人 大谷石研究会
2,500円（税込） 113頁

会員通信

すげーぞ！大谷

﹁
孝
子
桜
︵
こ
う
し
ざ
く
ら
︶
﹂

　 

~
宇
都
宮
市
立
城
山
西
小
学
校
の
巻
~

今年の「孝子桜」（宇都宮市立城山西小学校）

県
立
博
物
館
連
続
講
演
会
「
大
谷
石
蔵
の
現
在
」
開
催
報
告

N
P
O
法
人
大
谷
石
研
究
会 

理
事　

武
井　

貴
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
テ
イ
ク
ス
設
計
事
務
所
）  

　

昨
年
12
月
6
日
、
2
0
2
5
年
度
栃
木

県
立
博
物
館
連
続
講
演
第
2
回
「
大
谷
石

蔵
の
現
在
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
2
0
0
0
年
と
2
0
0
5
年
に
行
っ

た
、
宇
都
宮
市
街
地
の
大
谷
石
蔵
残
存
調

査
（
栃
木
県
建
築
士
会
宇
都
宮
支
部
実
施
）、

「
宇
都
宮
石
蔵
め
ぐ
り
散
歩
」（
宇
都
宮
ま

ち
づ
く
り
推
進
機
構
）
の
説
明
と
紹
介
か

ら
始
め
ま
し
た
。
昨
年
2
月
に
改
訂
版
と

し
て
配
布
を
行
っ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
編

集
過
程
で
の
再
調
査
で
、
多
く
の
石
蔵
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
が
変
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
0
0
0
年
以
来
25
年
が
経
ち
、
大
谷

石
蔵
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
改
め
て
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

■
ま
ず
は
残
念
な
方
か
ら

　

清
住
地
区
で
は
、
旧
日
光
街
道
の
入
り

口
と
し
て
栄
え
空
襲
に
も
耐
え
、
宇
都
宮
の

希
少
な
伝
統
的
街
並
み
と
と
も
に
残
っ
て
い

た
多
く
の
石
蔵
が
、
区
画
整
理
事
業
の
た

め
解
体
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
写
真
①
）

　

鎌
倉
街
道
（
中
河
原
郵
便
局
か
ら
不
動

前
）
で
も
大
き
な
石
蔵
が
木
造
店
舗
と
と

も
に
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま

た
、
石
蔵
の
活
用

と
し
て
先
進
事
例

を
し
て
日
本
遺
産

「
大
谷
石
文
化
」
の

構
成
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
、
南
宇
都

宮
石
蔵
倉
庫
群
の

う
ち
い
く
つ
か
の
施

設
で
、
継
続
利
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

■
一
方
、
よ
り
多
く
の
石
蔵
が
第
二
の
人
生

と
し
て
、
新
た
な
活
用
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

一部
を
紹
介
し
ま
す
（
左 

一覧
）

　

最
後
に
紹
介
し
た
音
楽
ホ
ー
ル
3
件
で
す

が
、
大
谷
石
蔵
の
構
造
上
ほ
ぼ
同
様
の
広
さ

で
す
。
ス
テ
ー
ジ
を
と
っ
て
残
り
の
部
分
に

椅
子
を
並
べ
る
と
ほ
ぼ
1
0
0
席
。
詰
め
て

も
1
5
0
席
。
過
去
石
蔵
に
お
呼
び
し
た
、

宇
都
宮
出
身
の
世
界
的
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
シ

ャ
ン
渡
辺
貞
夫
さ
ん
も
、
ち
ょ
う
ど
良
い
広

さ
と
気
に
入
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

2026 栃木県立博物館連続講演会

【第１回】　７月25日(土)13時30分～
   「大谷石の軌跡―石のまちの地質学的なエコロジー」
東京科学大学環境・社会理工学院建築学系教授    安森亮雄

【第２回】　8月22日(土)13時30分～
　　　　　「石のまち」大谷・昭和の石山物語
　　　　　栃木県立博物館 学芸部人文課　佐藤光弘

【第３回】　9月12日(土)13時30分～
　　　　　屛風岩石材石蔵の構成と意匠に関する研究 
　　　 小山工業高等専門学校 建築学科 助教　小林基澄

・飲食 ・物販 ・美容 ・複合店舗+宿泊 ・音楽ホール
・Cafe SAVOIA：カフェサボイア(宇都宮市今泉） ②
・Cafe del Olive：カフェ・ド・オリーブ（宇都宮中央本町）
・Dining蔵　おしゃらく（宇都宮市宮園町）
・HACHINOJO food・wine（宇都宮市簗瀬町）
・Jazz Cafe NOIR：ジャズカフェノアール
（宇都宮市東戸祭り） ③
・ビストロランテ　ボヌール（宇都宮市戸祭り元町）
・石の蔵（宇都宮市東塙田）
・キジハジメテナク（宇都宮市大谷町）  ④
・ビーグル養蜂園（宇都宮市長岡町）  ⑤
・大和屋宇都宮店（宇都宮市日の出）
・ビューティサロンEL（宇都宮市上戸祭り）  ⑥
・ヘリテージアイラッシュサロン（宇都宮市戸祭り元町）
・YOSHIDA MURA Village：吉田村ヴィレッジ
（下野市本吉田）  ⑦
・大谷コネクト（宇都宮市大谷町）  ⑧
・高根沢ちょっ蔵ホール（高根沢町宝積寺）
・シカノクラ（鹿沼市睦町）  ⑨ ①

写真２②⑥

⑦⑨

⑧

③

④

⑤

本の希望者はHPから
またはメールで
お問い合わせください
info@ooyaishi.org

　　　　　　　民話「孝子桜（こうしざくら）」
むかしむかし、古賀志山のふもとに、お父を看病しながら、畑や
山仕事をしていた幸助という息子がいたと。寝たきりのお父が、
桜が見たいというので、木の下に来ては、「おねげいだ。一日でい
いから、桜の花を咲かせてくだされ。」と、寒い冬の日なのに、毎
日祈り続けていたと。ある晩のことお父は、「すまんな幸助、最後
の願いだ。明日、桜の下に連れてってくれ。」と頼んだと。
幸助は、月明かりを頼りに古賀志の大日如来様の祠に走り、祈り
続けたと。その日、幸助がお父を背負って、林を抜けると、満開
の桜が目の前にあったと。
「お父つぁん、咲いたぞ。桜がさいたぞ。」
お父の目からは、涙がこぼれていたと。お父をゆっくりと下ろすと、
二人で桜にむかって両手を合わせたと。お父は、そのまま眠るよ
うに息を引きとったと。そのしだれ桜は「孝子桜」と呼ばれ、毎
年美しい花を咲かせているそうだ。

調
査
で
明
ら
か
に
な
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た
こ
と

小山高専調査のメンバー

西蔵のアーチ状窓 両側に円柱状
の付け柱

〈大谷石蔵新たな活用例〉

（直接会場でお待ちしております）
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